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２０１４年３月期第２四半期累計期間決算（ハイライト）

当期実績
前年同期比 前回予想比

（億円）

売 上 高 ２,９０７

当期実績
増減額

△２００ ＋７

増減額

前年同期比 前回予想比

増減率 増減率

△６％ ＋０％

営業利益

経常利益

６３

６６

△９７

△９９ ＋３

＋１△６１％

△６０％ ＋５％

＋２％

経常利益

当期利益

６６

３６

△９９

△７５

＋３

△２

△６０％

△６８％

＋５％

△６％

一株利益 ２６円１０銭 △５４円６７銭

一株配当 １０円００銭 ±００円００銭 ±００円００銭

△１円５３銭

一株配当 １０円００銭 ±００円００銭 ±００円００銭

ＦＣＦ ＋２７ △１２ ＋１８

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 4

・前回予想（２０１３年７月公表値）



２０１４年３月期第２四半期累計期間決算（偏差説明）

売上高・営業利益 偏差説明（２０１３年７月１Ｑ決算発表時比較）

電子デバイスシステム： 評価装置の出荷時期変更等により２２億円減少

フ インテ クシステム： ＦＰＤ関連製造装置の計上期ズレ等により４７億円減少

売上高 （ ２,９００億円 → ２,９０７億円 ＋７億円 ）

ファインテックシステム： ＦＰＤ関連製造装置の計上期ズレ等により４７億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 海外市場向け医用分析装置の回復等により１１億円増加

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 米国市場向け携帯電話の新モデル投入等により１６億円増加

営業利益 （ ６２億円 → ６３億円 ＋１億円 ）

電子デバイスシステム： 部品・サービス（プロセス製造装置）の積上げ等により３億円増加

ファインテックシステム： 上記と概ね同様の理由により１４億円減少ファインテックシステム： 上記と概ね同様の理由により１４億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 上記と概ね同様の理由により１２億円増加
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２０１４年３月期第２四半期累計期間決算（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

4,000

3 107

△６％

2,900

518

87

電子デバイスシステム△２１％

△４５％

3,107

74
ファインテックシステム

630

2,907

496

40

2,000

87

413

科学・医用システム

産業・ITシステム△２０％

74

538

652
△５％

700

429

662

413

1,307
先端産業部材＋９％

538

1,198

1,309

0
12/1H 13/1H(e) 13/1H

1,198
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１４年３月期第２四半期累計期間決算（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

160

250

電子デバイスシステム

△６１％

△５５％

114

△３０％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（△７億円）

63
62

84

49

474

51

59

△３０％

ー％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム

（△８億円）

△28

4

△21

47

△3

4
9

0
△35
△4

11 ＋１７６％ 先端産業部材

△50
12/1H 13/1H(e) 13/1H
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１４年３月期第２四半期累計期間決算（貸借対照表〔要約〕）

流動資産 ３,３９２ ＋８６ 流動負債 １,４５７ ＋８４

２０１３年９月末 （億円）
１３/３末比１３/３末比

現預金、関係会社預け金 １,１３８ △４３ 支払手形および買掛金 ９０５ ＋６１

受取手形および売掛金 １,１２１ ＋１４ その他 ５５２ ＋２３

たな卸資産 ７７２ ＋６９ 固定負債 ５８５ ＋２９３

その他 ３６０ ＋４５ 退職給付に係る負債 ５６７ ＋３０２

固定資産 他固定資産 １,１８３ ＋１５３ その他 １８ △８

有形固定資産 ７３８ ＋７４ 純資産 ２,５３３ △１３９

無形固定資産 １３３ △６ 株主資本 ２ ６３７ △１無形固定資産 １３３ △６ 株主資本 ２,６３７ △１

投資その他の資産 ３１２ ＋８５
その他の包括利益
累計額合計 △１１０ △１３９

少数株主持分 ６ ＋２

資産合計 ４,５７５ ＋２３８ 負債および純資産合計 ４,５７５ ＋２３８
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・一株当たり純資産 １,８３７円４７銭（１３／３末比 △１０２円３４銭）

・自己資本比率 ５５.２％（１３／３末比 △６.３％）



２０１４年３月期第２四半期累計期間決算
（キャッシュ・フロー計算書〔要約〕）

営業活動による
キャッシュ・フロー ＋７８

財務活動による
キャッシュ・フロー △２２

（億円） １３/１Ｈ １３/１Ｈ

キャッシュ フロ キャッシュ フロ

税引前利益 ＋６６ 配当金の支払 △１４

減価償却費 ＋４４ その他 △８減価償却費 ＋４４ そ 他 △８

運転資金 △２６ 換算差額 ＋１４

法人税等支払額 △２７法人税等支払額 △２７

その他 ＋２２

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フロー △５１

有価証券の取得・売却 ＋１ 現金および現金同等物

１３/１Ｈ

固定資産取得・売却 △８４

その他 ＋３２

期首残高 １,２３５

増減額 ＋１９
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フリー・キャッシュ・フロー ＋２７ 期末残高 １,２５４



ⅡⅡ ２０１４年３月期 経営方針と進捗状況２０１４年３月期 経営方針と進捗状況
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２０１４年３月期 経営方針と進捗状況①

１．成長分野へのリソースシフトによる事業ポートフォリオの強化

ライフサイエンス
英国Ｂａｓｅ４社と共同技術開発契約を締結

ナノポア型次世代ＤＮＡシーケンサ技術の共同開発を開始、
臨床検査向け製品を開発臨床検査向け製品を開発

米国ナノスフェア社の細菌遺伝子検査装置および
試薬の日本国内における総販売代理店契約を締結

遺伝子解析の研究用途向けに販売を開始、体外診断用検査薬を開発・導入

ナノスフェア社製
「Ｖｅｒｉｇｅｎｅシステム」

遺伝子解析の研究用途向けに販売を開始、体外診断用検査薬を開発 導入

社会イノベーション/環境・新エネルギー
ファインテックシステムにおける新規事業の立ち上げ

ＦＡ関連装置 プリ ド クト ク 鉄道検測装置等ＦＡ関連装置、プリンテッドエレクトロニクス、鉄道検測装置等

日立グループとの連携による社会イノベーション事業の推進
日立グループ商社としての販売・調達事業拡大

次世代エレクトロニクス
伸長市場における事業拡大

ウエハー外観検査装置、有機ＥＬ関連製造装置、ポストセールス等

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 11

ウ ハ 外観検査装置、有機ＥＬ関連製造装置、ポストセ ルス等



２０１４年３月期 経営方針と進捗状況②

２．グローバル事業の拡大

海外拠点
インドに現地法人を設立（２０１３年４月）インドに現地法人を設立（２０１３年４月）

インフラ設備、自動車・製薬市場等での事業展開

ロシアに現地法人を設立（２０１４年１月予定）ロシアに現地法人を設立（２０１４年１月予定）
社会インフラ、自動車、建設機械市場等での事業展開

製造拠点

日立ハイテクインド会社の
オフィスが入っているビル

製造拠点
那珂地区におけるロジ製造棟を竣工（２０１３年１０月）

リードタイムの大幅な短縮と高効率生産を実現

那珂地区 ロジ製造棟

中国・蘇州における工場の拡張（２０１３年１２月予定）
医用分析装置等の増産および生産品目の拡張
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２０１４年３月期 経営方針と進捗状況③

３．開発のスピードアップによる事業創造の推進

電子デバイスシステム
エンジニアリングサイト増強・拡充による開発初期からの
顧客とのコラボレーション強化顧客とのコラボレ ション強化

プロセスエンジニアリングセンタ（米国オレゴン州）
デモンストレーションラボ（米国テキサス州）
プロセスイノベーションセンタ（台湾新竹市）

科学・医用システム
分析装置事業の設計および国内販売機能を、
日立ハイテクサイエンスに統合（２０１３年１０月）

プロセスエンジニアリングセンタ

日立ハイテクサイエンスに統合（２０１３年１０月）
グループに分散する機能を集約し、事業一貫体制を構築することにより、
効率化・全体最適化をめざす

米国ＯｐＧｅｎ社とヒトゲノム構造解析サービス事業に関する
共同技術開発契約を締結（２０１３年１０月）

全ゲノムマッピング技術によるゲノム配列の正確性評価を活用した
サービス事業立ち上げ
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サ ビス事業立ち上げ



ⅢⅢ ２０１４年３月期 業績予想２０１４年３月期 業績予想

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
（e）は、前回予想（２０１３年４月公表値）
（e１）は、今回予想（２０１３年１０月公表値）
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２０１４年３月期業績予想（ハイライト）

当年度予想
増減額

前回予想比

増減率

（億円）

増減額

前年同期比

増減率

売 上 高 ６,４００

営業利益 ２８０

±０

±０

増減額 増減率

±０％

±０％

＋６４５

＋９０

増減額 増減率

＋１１％

＋４８％営業利益

経常利益

２８０

２８０ ±０

±０

±０％

±０％

＋７９

＋９０

＋３９％

＋４８％

当期利益 １９７ ±０

一株利益 １４３円２３銭 ±００円００銭

±０％＋７５

＋５４円７８銭

＋６２％

一株配当 ２０円００銭 ±００円００銭

ＲＯＥ ７ ７％ ±０ ０％

±００円００銭

＋３ ０％ＲＯＥ ７.７％

ＦＣＦ ＋５０ ＋２０

±０.０％

・前回予想（２０１３年４月公表値）

△１５

＋３.０％
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・前回予想（２０１３年４月公表値）
・想定レート：１ＵＳＤ＝９５円、１ＥＵＲ＝１３０円



２０１４年３月期業績予想（偏差説明）

売上高・営業利益 偏差説明（２０１３年４月決算発表時比較）

電子デバイスシステム： アジア・米国市場向けプロセス製造装置・評価装置の
出荷増等により３３億円増加

売上高 （ ６,４００億円 → ６,４００億円 ±０億円 ）

出荷増等により３３億円増加

ファインテックシステム： ＦＰＤ関連製造装置の投資計画変更等により２９億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 海外市場向け医用分析装置の回復等により４４億円増加

産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 産業用組立装置の需要減等により７３億円減少産 業 ・ I T シ ス テ ム ： 産業用組立装置の需要減等により７３億円減少

営業利益 （ ２８０億円 → ２８０億円 ±０億円 ）

電子デバイスシステム： 売上増加および操業度改善等により３５億円増加

ファインテックシステム： 売上減少および操業度悪化等により５１億円減少ファインテックシステム： 売上減少および操業度悪化等により５１億円減少

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム ： 売上増加等により２７億円増加

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 16



２０１４年３月期業績予想（売上高）

（億円） 前年同期比

売上高

8,000
＋１１％

6 4006 400

電子デバイスシステム＋１３％

＋４５％

5,755

ファインテックシステム
1,039

6,400

1,175

208

6,400

1,142

237

4,000

科学・医用システム

産業・ITシステム＋０％

143 ＋６％

1,329

943

1,408

1,016

1,364

先端産業部材＋１６％

941

2,364
2,7432,749

0
13/3 14/3(e) 14/3(e1)

,
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（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１４年３月期業績予想（営業利益）

営業利益

（億円） 前年同期比

350

電子デバイスシステム

＋４８％

＋５７％

280

280

128

201

±０％ 科学・医用システム

ファインテックシステムー％
（＋１１億円）

190

166

137
137

±０％

＋２０％

科学 医用システム

産業・ＩＴシステム4

110

△57

137

6
12

0
△47

21
14

＋２２８％ 先端産業部材
110

16
19

△57

△100
13/3 14/3(e) 14/3(e1)

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 18

（注）合計にはセグメント間の内部取引の消去等が含まれております。



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）①

事業環境

半導体デバイス市場半導体デバイス市場

■ モバイル関連機器(スマートフォン、タブレット)やＳＳＤの高成長に支えられ、
最先端ＡＳＳＰ、ＮＡＮＤが堅調に成長（全半導体売上：前年度比＋５.２％）

■ ＰＣの イナ 成長拡大(３Ｑは前年度比△８ ６％）により ＭＰＵは減速■ ＰＣのマイナス成長拡大(３Ｑは前年度比△８.６％）により、ＭＰＵは減速。
ＤＲＡＭは生産調整とモバイル向け低消費電力品への生産シフトで平均単価
が大幅に上昇、ＮＡＮＤもスマートフォン向け搭載容量増で堅調に推移

半導体製造装置市場

■ ２０１３年度前半は、ファウンドリ大手が２８ｎｍ微細化投資を積極的に
実施したが、メモリー投資抑制の影響を受け、低調に推移

■ ２０１３年度後半は、ファウンドリ大手の２０ｎｍ投資前倒しや、メモリーメーカー
の投資再開により伸長が見込まれ、２０１３年度市場全体は前年度比＋５％と予想

■ ２０１３年度はスマートフォン、タブレット向け需要が前年度比１５％成長したが、

実装装置市場

Copyright©2013 Hitachi High-Technologies Corporation All Rights Reserved. 19

年度 ォ 、タ ッ 向け需要 前年度 成長 、
ＰＣ向け需要台数は△１２％減少し、全体として△８％と予想



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）②

（100億円）

半導体製造装置市場 実装装置市場

前 想（ ）
（億ＵＳＤ）

500 

408

（ 億 ）
前回予想（ｅ）

前年同期比

△19%
+5%

+11%
30 

前回予想（ｅ）

81
78

98349
366

408

後工程

△19%

20.1
18.5 非関連

△14%
△8% +2%

18.9

前年同期比

81

250 

5.6
5.3 5.4

15 

非関連
分野

268 288
310

前工程

14.5
13.2 13.5

当社関連

0 
13/3 14/3(e1) 15/3(e1)

0 
13/3 14/3(e1） 15/3(e1）
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（出所）Ｇａｒｔｎｅｒ(13年9月)データに基づき当社作成 （出所）当社市場予測モデルにより算出

13/3 14/3(e1） 15/3(e1）



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）③

受注高の推移

（億円）
13/3 1,009 14/3 1,306 +29% 前年同期比△2%

662

800

13/3 1,009 14/3 1,306 29% 前年同期比

+33% +26%
前回予想（ｅ）

△2%

496 513

662
644

△4% △1%

496 513

400
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0
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21＊13/1Hの前回予想は14年3月期第1四半期決算発表時の見通し



２０１４年３月期業績予想（電子デバイスシステム）④

今後の取り組み

１ 最先端微細化関連事業領域での「グローバル・セグメントトップ」をめざす１．最先端微細化関連事業領域での「グロ バル セグメントトップ」をめざす
２．工程数が増加する多重露光、三次元デバイス、新材料メモリーデバイスに対応した

エッチング・計測・検査装置で主要顧客内シェア拡大

1,400 

主要製品群別 売上高の推移 前工程装置 分野別売上高比率

前回予想比

＋３％
（億円） ＤＲＡＭ ＮＡＮＤ Ｌｏｇｉｃ その他ＦｏｕｎｄｒｙＭＰＵ

436

1,039

＋６％
プロセス
製造装置

1,142 1,175

14/3(e)

13/3

382
436 462

700 

＋６％ 製造装置

0% 50% 100%

14/3(e1)

194 199

463 507 544
＋７％

後工程・
実装装置△１５％

評価装置 １２年度：ファウンドリの大型投資により堅調に推移。
ＮＡＮＤ関連は、投資抑制

１３年度：ファウンドリの投資は継続、ＭＰＵは獲得
程拡大により売上増 ジ クは顧客
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194 199 169
0 

13/3 14/3(e) 14/3(e1)

実装装置△１５％
工程拡大により売上増、ロジックは顧客
計画変更により減少。
ＮＡＮＤ、ＤＲＡＭ関連の投資増加



２０１４年３月期業績予想（ファインテックシステム）①

60
（ＵＳＢ＄）ＦＰＤ業界動向

１１年度事業環境と当社の対応事業環境

ＦＰＤの金額市場

40 

50 

60 
（ＵＳＢ＄）ＦＰＤ業界動向

スマ トフォン

液晶ＴＶ

ＦＰＤの金額市場

■スマートフォン市場は今後も成長の見込み
有機ＥＬＴＶの立ち上がりは２０１５年以降

20 

30 

スマートフォン
(ＬＣＤ＋ＯＬＥＤ)

タブレット

■ノートＰＣ/モニターの市場は縮小し、
タブレットの高成長が続く見込み

■投資は高精細 中小型パネルや有機ＥＬと

0 

10 

2010 2011 2012 2013 2014 2015
（出所）ＤｉｓｐｌａｙＳｅａｒｃｈ10月データを基に当社作成

ＯＬＥＤ ＴＶスマートフォン(ＯＬＥＤ)

■投資は高精細・中小型パネルや有機ＥＬと
大型パネル向けは中国で継続

(ＣＹ)

ＨＤ業界動向 今後のＨＤＤ出荷台数（予想）２０１３年ＨＤＤ出荷台数（予想）(Ｍ ｕｎｉｔｓ) (Ｍ ｕｎｉｔｓ)

■タブレットの伸長、ノートＰＣの
停滞によりＨＤＤ出荷台数の

150

200

600 

800 
■４月時予想 ■１０月時予想 ＣＡＧＲ＋１％

停滞によりＨＤＤ出荷台数の
伸び悩みは継続

■高密度化性能向上、歩留改善
投資に限定

50

100

200 

400 
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（出所）テクノ・システム・リサーチ10月データを基に当社作成

投資に限定

■ ＨＤＤの出荷台数成長率鈍化
（２０１３～２０１５年 ＣＡＧＲ＋１％）

23

0
Q1 Q2 Q3 Q4

0 
2011 2012 2013 2014 2015(ＣＹ)(ＣＹ)



２０１４年３月期業績予想（ファインテックシステム）②

今後の取り組み

１ 有機ＥＬ事業の早期立ち上げ

主要製品群別売上高の推移 具体的アクションプラン

１．有機ＥＬ事業の早期立ち上げ

２．事業ポートフォリオ転換による成長戦略の推進（新製品の投入による新規事業の立ち上げ）

300 

前回予想比

△１２％

主要製品群別売上高の推移 具体的アクションプラン

（億円） ■新事業創生加速
・環境・新エネルギー事業：

237

リチウムイオン電池製造装置
プリンテッドエレクトロニクス分野向け製造装置
ＦＡ関連装置（自動車用）

・社会インフラ事業：鉄道関連装置、社会インフラ検査208

182
153

150 143
△１６％

ＦＰＤ関連
製造装置

■新技術による量産機への展開実現

46 55 55

97

ＨＤ関連
製造装置その他±０％
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46 55 55

0 
13/3 14/3(e) 14/3(e1) タッチパネル製造装置 プリンテッドエレクトロニクス向け

直描露光装置



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)①

事業環境

科学関連市場科学関連市場

■解析装置は、民間の設備投資が低調。日本政府の補正予算による大学・官庁等からの
需要増に期待。次世代先端分野(新エネルギー・新素材)関連投資は、継続傾向。
市場全体では年率３～４％程度の伸びを予想市場全体では年率３～４％程度の伸びを予想

■分析装置はＷＷで年率２～３％の微増。最も大きな市場である液体クロマトグラフは、
分析時間の短縮・高感度分析ニーズから超高速装置の需要が拡大傾向。
蛍光Ｘ線分析装置は、ＲｏＨＳ指令等環境規制の適用拡大等により、需要拡大を予想

バイオ・メディカル市場

蛍光Ｘ線分析装置は、ＲｏＨＳ指令等環境規制の適用拡大等により、需要拡大を予想

■生化学・免疫分析市場全体では、年率４～５％の成長が継続。
そのうち、装置需要は、欧州市場における買い控えにより一時的に成長減速するも、
中国等の新興市場の需要増等に伴い、中期的には堅調な成長を予想

■ＤＮＡシーケンサ市場は、欧米各国の研究予算削減により、２０１３年は３％成長。
そのうち、ＣＥ*シーケンサは、法医学個人鑑定や医学研究等の応用分野において、
更新需要が堅調と予想
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＊ＣＥ：Ｃａｐｉｌｌａｒｙ Ｅｌｅｃｔｒｏｐｈｏｒｅｓｉｓ（キャピラリー電気泳動方式）



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)②

科学事業

今後の取り組み

１ 日立ハイテクサイエンスとのシナジ の最大化１．日立ハイテクサイエンスとのシナジーの最大化

２．補正予算案件の取り込みおよび新製品の投入による販売拡大

600 599

売上高の推移 具体的アクションプラン

599

■日立ハイテクサイエンスとのシナジーの最大化
・分析事業の日立ハイテクサイエンスへの統合
(２０１３/１０月)

前回予想比

±０％
(億円)

299 293

600 

その他
科学機器△２％

475

(２０１３/１０月)
・コア技術、製品ポートフォリオ強化による業容拡大
・共同開発の推進（ＦＩＢ-ＳＥＭ他）
・両社販売網の活用による販売拡大

174

300 

電子

両社販売網の活用による販売拡大

■ 補正予算案件の確実な取込み

■ 新製品の拡販
電界放出形

走査電子顕微鏡

300 300 306

電子
顕微鏡＋２％

■ 新製品の拡販(２０１３年/発売月)

・ＳＥＭ/ＳＵ８２００シリーズ(５月)

・超高速液クロ/ＣｈｒｏｍａｓｔｅｒＵｌｔｒａ Ｒｓ(９月)

・分光光度計/ＵＨ４１５０(９月)

走査電子顕微鏡
ＳＵ８２００シリーズ
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0 
13/3 14/3(e) 14/3(e1)

分光光度計/ＵＨ４１５０(９月)

・蛍光Ｘ線分析/ＥＡ１０００ＶＸ(９月)

・ＩＣＰ発光分析装置/ＳＰＥＣＴＲＯＢＬＵＥ ＴＩ(８月)



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)③

科学事業

分析装置を通じた社会の「安心・安全」への取り組み

•高付加価値の専用装置を通じて、社会の基盤となる「安心・安全」へ貢献高付加価値の専用装置を通じて、社会の基盤となる「安心 安全」へ貢献

専用機 ＬＩＢ検査装置 コメ中Ｃｄ検査装置 ＲｏＨＳ対応検査装置

リチウムイオン電池・燃料電池
の品質管理にて問題となる

コメ等の食品に含まれる
カドミウム０ ４ｐｐｍを

カドミウム・鉛・水銀等の
環境規制有害物質を

用途
の品質管理にて問題となる
微小金属異物を高速検出し、
元素を同定

カドミウム０.４ｐｐｍを
前処理なしで迅速に定量分析

環境規制有害物質を
簡単・迅速に非破壊で測定

・２５０×２００ｍｍの試料から ・玄米をそのまま測定 ・高速測定

特長

料
２０μｍ級の金属異物を
数分で検出

・オールインワン(異物検出
～観察～元素分析まで

玄 定
・非含有玄米で基準値以下
の測定時間は約２分

・簡単測定・簡単評価
・自動測定

高 定
・材料判定機能による
自動測定

・解析ツール・データ集中
管理機能強化

１台の装置で対応) ・レポートの自動作成
管

・ＲｏＨＳ対象外の元素にも
対応

顧客 電池および材料メーカー等 農業試験場等 電機メーカー等
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２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)④

バイオ・メディカル事業

今後の取り組み

１．生化学・免疫自動分析装置と検体検査自動化システムとの組合せによる

大・中規模病院への拡販大 中規模病院 の拡販

２．ＣＥシーケンサの法医学個人鑑定・医学研究分野への拡販および

体外診断市場向け次世代シーケンサの開発

売上高の推移 具体的アクションプラン

1,000

前回予想比

＋６％
(億円) ■大規模病院への大・中型生化学・免疫統合

システムおよび新型検体検査自動化システム

127

109
109

1,000 

855

765 ±０％
バイオ製品
その他

809

新 検体検 動
のグローバル拡販

■新製品Ｌａｂｏｓｐｅｃｔシリーズ(生化学分析(００６)
および検体検査自動化システム(ＴＳ))の

500 

＋７％
メディカル
製品

および検体検査自動化システム(ＴＳ))の
国内市場への拡販

■ＣＥシーケンサの法医学個人鑑定分野および
727

656 700
＋７％ 製品 ■ＣＥシ ケンサの法医学個人鑑定分野および

医学研究分野の更新需要獲得

■体外診断用次世代ナノポアシーケンサの
開発推進 英国Ｂ ４社との共同技術開発
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開発推進。英国Ｂａｓｅ４社との共同技術開発



２０１４年３月期業績予想(科学・医用システム)⑤

バイオ・メディカル事業

臨床検査の迅速化、高効率化ソリューション提供のWW推進

・検体検査自動化システムＬａｂｏｓｐｅｃｔ ＴＳ(欧米向けｃｏｂａｓ８１００)と自社自動・検体検査自動化システムＬａｂｏｓｐｅｃｔ ＴＳ(欧米向けｃｏｂａｓ８１００)と自社自動
分析装置の組み合わせによる最適ソリューションの提供により、検査の迅速化・
高効率化に貢献

・業界のパイオニアとして長い経験に裏付けされた業務分析力・改善提案力により業界のパイオニアとして長い経験に裏付けされた業務分析力 改善提案力により、
臨床検査室毎に最適なシステムを提案

・世界５大陸に累計１,０００システム以上の納入実績

２０１３年度納入予定システム レイアウト(大規模病院向け)

ＬＡＢＯＳＰＥＣＴ ＴＳ
前処理ブロック ｘ ２セット

ＬＡＢＯＳＰＥＣＴ ００８
生化学自動分析装置

６０００ ト/時 ２セ ト

他社分析装置
ｘ ３台

ＬＡＢＯＳＰＥＣＴ ＴＳ
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６０００テスト/時 ｘ ２セット後処理ブロック



２０１４年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）①

２０１３年度基本戦略

基本方針基本方針
注力３分野の推進による事業の拡大

グ日
立

先端産業部材産業・ＩＴシステム

ロ
ー
バ

立
グ
ル
ー

産業インフラ
・産業機器 ・計装機器 ・蓄電二次電池

注 新 バ
ル
事
業

ー
プ
と

社会インフラ
・電力 ・水関連 ・太陽光発電 ・太陽電池部材

力

３
分

興

国

開 業
拡
大

と
の
連
携

自動車・輸送機器
車載用ＩＣＴ 自動車部材

分

野

開

発
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携 ・車載用ＩＣＴ ・自動車部材



２０１４年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）②

先端産業部材 売上高の推移

前予想比

■産業インフラ

注力３分野への取組み産業・ＩＴシステム 売上高の推移

前回予想比（億円） ■産業インフラ

・ＦＡ装置事業（自動車／機能材フィルム）
の拡販

・計装事業の組織再編による強化、海外

1,200 

前回予想比

1,016
941

△７％
（億円）

943 （中国・アセアン）展開加速

■社会インフラ
世界的な太陽光発電市場の拡大に対応し、
海外パ トナ との連携を推進434

454
416

産業
インフラ△８％

941 943

海外パートナーとの連携を推進
・太陽光発電関連コンポーネント販売の強化
・インドネシア向け防災ＩＣＴ事業化の推進

29 80 58

434 416

600 

△２８％
社会
インフラ

479 481 469

ＩＣＴ
ソリューション△３％ 60,000

80,000

世界太陽光発電市場予測（導入量ベース）

欧州

アジア太平洋

単位：ＭＷ

0 
13/3 14/3(e) 14/3(e1)

20,000

40,000
アジア太平洋

北米・南米

中国

中東・アフリカ
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（出所）ＥＰＩＡ 「GLOBAL MARKET OUTLOOK  2013‐2017 」



２０１４年３月期業績予想（産業・ＩＴシステム/先端産業部材）③

先端産業部材 売上高の推移

■社会インフラ

注力３分野への取組み先端産業部材 売上高の推移

前回予想比（億円） ■社会インフラ
移動系通信市場は、第３世代から次世代
通信網（ＬＴＥ）の需要が大きく拡大

・端末／携帯基地局向けビジネス
端末用部材および通信イン ラ機器用

3,000 

工業関連

2,749

2 364

前回予想比

△０％
（億円）

2,743

端末用部材および通信インフラ機器用
コンポーネント販売の強化

■自動車・輸送機器
新興国での「需要拡大」「省エネ化」が進行

612

834 846
＋１％

自動車・
輸送機器

工業関連
部材

2,364

新興国での「需要拡大」「省エネ化」が進行
・積極的海外投資により、関連部材の
拡販を狙う

353
452 419

1,500 

△７％
輸送機器
関連部材

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

986 1,051 1,083
＋３％

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ
関連部材

機能 25,000 

30,000 

35,000 

市
場
規

移動系通信市場規模推移と予測

413 412 396

0 
13/3 14/3(e) 14/3(e1)

化学品
その他△４％

5,000 

10,000 

15,000 

20,000 
規
模
（
百
万
米
ド
ル
）

2Ｇ

3Ｇ

ＬＴＥ
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13/3 14/3(e) 14/3(e1)
0 

2012 2013 2014 2015 2016 2017

総務省 平成25年度版 情報通信白書（出所）



ⅣⅣ データ集データ集

（注）ＹＹ/ＭはＹＹ年Ｍ月期を表しています。
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四半期業績の推移

（億円）（億円）

１２年

１Ｑ

１２年

２Ｑ

１２年

３Ｑ

１２年

４Ｑ

１３年

１Ｑ

１３年

２Ｑ

売上高 ２９３ ３３７ １８６ ２２４ ２１３ ２８３
電 子 デ バ イ ス シ ス テ ム

売上高 ２９３ ３３７ １８６ ２２４ ２１３ ２８３

営業利益 ６１ ５２ ４ １１ １３ ３９

フ ァ イ ン テ ッ ク シ ス テ ム
売上高 ２５ ４８ ２２ ４８ １２ ２８

営業利益 △１４ △１４ △１２ △１７ △２０ △１５

売
上
高

/

営業利益 △１４ △１４ △１２ △１７ △２０ △１５

科 学 ・ 医 用 シ ス テ ム
売上高 ３５５ ３４５ ２４１ ３８８ ２９１ ３７１

営業利益 ５２ ３２ ９ ４４ １６ ４３

売上高 ２５９ ２７９ １８３ ２２１ １７１ ２５８

/

営
業
利
益

産 業 ・ I T シ ス テ ム
売上高 ２５９ ２７９ １８３ ２２１ １７１ ２５８

営業利益 △２ ６ ０ ７ △９ ４

先 端 産 業 部 材
売上高 ６０５ ５９２ ５８３ ５８４ ６４２ ６６７

営業利益 ２ １ ２ △０ ６ ４益 営業利益 ２ １ ２ △０ ６ ４

そ の 他 ・ 調 整 額
売上高 △１５ △１７ △１４ △１７ △１５ △１５

営業利益 △６ △１３ △３ △１６ △７ △１２

売上高 １ ５２３ １ ５８４ １ ２００ １ ４４７ １ ３１５ １ ５９２
合計

売上高 １,５２３ １,５８４ １,２００ １,４４７ １,３１５ １,５９２

営業利益 ９４ ６６ １ ２９ ０ ６３

経常利益 ９９ ６６ ３ ３２ ５ ６２
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当期利益 ６２ ４９ ３ ８ △１５ ５１



設備投資額・減価償却費・研究開発費/地域別売上高

１２／１Ｈ １３／１Ｈ
前年

同期比
１３／３

１４／３
（e１）

前年
同期比

（億円）■設備投資額・減価償却費・研究開発費

同期比 （e１） 同期比

設 備 投 資 額 ５６ １１７ ＋１０８％ １１７ ２３９ ＋１０４％

減 価 償 却 費 ３７ ４４ ＋２０％ ７８ ９９ ＋２７％減 価 償 却 費 ３７ ４４ ＋２０％ ７８ ９９ ＋２７％

研 究 開 発 費 １１０ １０３ △７％ ２１８ ２３０ ＋６％

（注）設備投資額は取得ベースにて記載（注）設備投資額は取得ベ スにて記載

日本 北米 欧州
アジア

その他 計

（億円）■地域別売上高

日本 北米 欧州 その他 計
中国大陸

１２／１Ｈ
売 上 高 １,２５３ ３１１ ４１１ １,０１５ ４３９ １１７ ３,１０７

構成比率 ４０.３％ １０.０％ １３.２％ ３２.７％ １４.１％ ３.８％ １００.０％

１３／１Ｈ
売 上 高 １,１８０ ４３１ ３３１ ９２１ ３９７ ４５ ２,９０７
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１３／１Ｈ
構成比率 ４０.６％ １４.８％ １１.４％ ３１.７％ １３.７％ １.５％ １００.０％

（注）「欧州・アジア・その他」に含む国および地域を２０１３年度より一部変更（１２／１Ｈは修正後実績）



主要製品群別売上高の状況

（億円）（億円）
１２年１Ｑ １２年２Ｑ １２年３Ｑ １２年４Ｑ １３年１Ｑ １３年２Ｑ

電子デバイスシステム ２９３ ３３７ １８６ ２２４ ２１３ ２８３

プロセス製造装置 １１３ ９０ ７８ １０２ ９０ １１０

評価装置 １３８ １５６ ７１ ９８ ８２ １１９

後工程・実装装置 ４２ ９０ ３７ ２４ ４１ ５４

ファインテックシステム ２５ ４８ ２２ ４８ １２ ２８

ＦＰＤ関連製造装置 １６ ３４ １４ ３４ ９ １５ＦＰＤ関連製造装置 １６ ３４ １４ ３４ ９ １５

ＨＤ関連製造装置その他 １０ １５ ８ １４ ３ １３

科学・医用システム ３５５ ３４５ ２４１ ３８８ ２９１ ３７１

電子顕微鏡 ６７ ７２ ５４ １０７ ３８ ７８

その他科学機器 ２６ ４４ ２９ ７５ ５１ ６５

メディカル製品 ２２０ ２０１ １３１ １７５ １７１ １９５

バイオ製品その他 ４２ ２８ ２８ ２９ ３１ ３３

産産業・ＩＴシステム ２５９ ２７９ １８３ ２２１ １７１ ２５８

産業インフラ ９６ １４２ ７６ １２１ ６１ ９３

社会インフラ ２ １１ ５ １０ ５ ６

ＩＣＴソリューション １６１ １２５ １０２ ９０ １０５ １５９ＩＣＴソリュ ション １６１ １２５ １０２ ９０ １０５ １５９

先端産業部材 ６０５ ５９２ ５８３ ５８４ ６４２ ６６７

工業関連部材 １５４ １５５ １４３ １６０ １８８ １９２

自動車・輸送機器関連部材 ８４ ８１ ９１ ９６ ９０ ９８
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エレクトロニクス関連部材 ２５７ ２４７ ２５４ ２２９ ２７７ ２７８

機能化学品その他 １１０ １１０ ９５ ９８ ８６ ９８



＜資料取り扱い上の注意＞
・ 本プレゼンテーションで述べられている決算概要および業績予想は 注記がある場合を除き すべて連結であり 億円未満を四捨五入しています本プレゼンテ ションで述べられている決算概要および業績予想は、注記がある場合を除き、すべて連結であり、億円未満を四捨五入しています。
・ 当社が開示する将来の業績見通しや戦略等に関する予想は、開示時点で知りうる情報や合理的と思われる前提をもとに策定しており、さまざまな外部要因による直接的・間接的な影響により、

実際の当社の業績等が開示内容と異なる可能性があります。但し、開示内容との間に大きな乖離がある場合は、法令や証券取引所が定める適時開示規則並びに当社の自主的な判断に基づき、
その都度開示していきます。

また、この資料は投資判断の参考となる情報の提供を目的としたもので、投資勧誘を目的として作成したものではありません。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断で
なさるようにお願いいたします。
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END
２０１４年３月期第２四半期決算説明会資料

お問合せ先
ＣＳＲ本部ＣＳＲ・コーポレートコミュニケーション部ＣＳＲ本部ＣＳＲ コ ポレ トコミュニケ ション部
部長 加藤 弘之
TEL：03-3504-5138 FAX：03-3504-5943
E-mail：kato-hiroyuki@nst.hitachi-hitec.com
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